
第５回ホスピタルエンジニア認定のための講習会 

２日目：平成２８年１月２４日（日） 

講義名：２．給排水衛生設備 講義内容における質問の回答 

質問内容：講習会テキスト［第５版］ｐ．１２６ 表５－７ 廃棄物の種類中の記載内容 

非感染性廃棄物（上記以外のもの）も感染性廃棄物と記載されているが、誤植ではないか。 

質問回答：非感染性の廃棄物であっても、感染性廃棄物と同等の取り扱いとすることを示しています。なお、本

テキストは基本的内容を記載しており、実際の運用は、各関係法令、当該市町村または都道府県の指

導等に準拠することになります。 

     以下に「廃棄物処理法に基づく感染性廃棄処理マニュアル（平成２４年５月）環境省］ｐ．３の記載

内容を示しますので、ご参照ください。 

通常、医療関係機関等から排出される廃棄物は「形状」、「排出場所」及び「感染症の種類」の観

点から感染性廃棄物の該否について判断ができるが、これらいずれの観点からも判断できない場合で

あっても、血液等その他の付着の程度やこれらが付着した廃棄物の形状、性状の違いにより、専門知

識を有する者（医師、歯科医及び獣医師）によって感染のおそれがあると判断される場合は感染性廃

棄物とする。 

なお、非感染性の廃棄物であっても、鋭利なものについては感染性廃棄物と同等の取扱いとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

回答資料１ 



 

回答資料 2 

「廃棄物処理法に基づく感染性廃棄物処理マニ

ュアル（平成２４年５月）環境省」ｐ．３ 記載



 

 

回答資料３ 

「廃棄物処理法に基づく感染性廃棄物処理マニ

ュアル（平成２４年５月）環境省」ｐ．５ 記載


